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図 1. コンテンツがたまっている様子 
 
図 2. コンテンツ名による並び替えの操作手順 
 




である。月日や講義回数は 1 から始まって 2 桁になるので、新規作成より 01 月や第 08 回などのように
2 桁で作っておくと効率的である。なぜならコンピュータは文字列を前から読んで並びを決定する場合
があり、第 1 回○○～第 15 回○○の名前を順列で並び替えた場合に 1,2,3･･･ではなく、1,10,11,12,･･･
15,2,3 となってしまうためである。著者のお薦めは探す 3 つの探索キーワードをつけた以下の表記法。 
 
(a) 日付_種別_内容 08 月 24 日_第 6 回講義（遺伝子組み換え植物） 
(b) 種別_内容（日付） 第 03 回_夏目漱石と森鴎外（4 月 30 日） 
アンケ 01_社会学の文献調査の経験（6 月 3 日まで） 



























【 文責：末本哲雄 】 
 
 
図 3. 並び順を指定する 
